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和文誌「藻類J投稿案内

1.編集方針と投稿資格

本誌には藻学に関する未発表の原著論文(論文と短報)のほか，

総説，大会講演要旨，藻類に関する企画(藻類採集地案内，書評・

新刊紹介，学会・シンポジウム案内，学会事業案内など)および

投稿記事を掲載します。屋董益:>cは和文誌編集委員会(以下編

集委員会)が依頼する審査員による審査を経たのちに編集委員長

によって掲載の可否が決定されます。その他の報文の掲載の可否

は編集委員会で査読を行ったのち編集委員長が判断します。なお，

編集委員会が依頼した場合を除き，投稿は会員に限ります。共著

の場合，著者の少なくとも 1人は会員であることが必要です。

2.原稿執筆・投稿要領

原稿は本文を和文とします。屋蓋益茎の構成は1)'" 4) 

の通り。 A4紙に印刷されたオリジナル原稿 l部とそのコ

ピー 2部からなる計3部を編集委員会に提出してください

(デジタルデータの提出は掲載決定後にお願いします)。写真

を含む図版の複製に際しては，画質を落とさないよう留意し

てください。その他の報文は，最新号を参照して作成し，オ

リジナル原稿 l部とコピー l部の計2部をご提出願います。

1)投稿票

次の各項目について記載した投稿票 (A4で l枚)を添付

してください: 著者名，標題，連絡先(連絡著者名，郵便

番号，住所，電話番号， Fax番号， E-mailアドレス)，柱(著

者名の略，標題の略)，原稿の枚数(本文，図版，表)。

2)標題等

和文:標題，著者名，所属，住所

英文:著者名，標題，要約 (200語以内)，キーワード

(abc順)，所属，住所

3)本文

緒言，材料と方法，結果，考察(または結果と考察)，謝

辞からなります。なお，短報ではこれらの項目を区別せず，

一連の文章にすべてが含まれます。

本文中の文献，図および表の引用例:r…が知られる(岡村

1936， Yoshida & Silva 1992)oJ， r吉田ら(1999，p. 120)は

・…した。J，r…がみられる(図 2，表3)oJ，r…上に出現した

(Figs 2， 4-8， Table 3) J 

4)引用文献

本文中で引用したすべての文献を下記の例にならい，和文

論文も含めて著者名の abc順に並べる。

(雑誌中の論文)著者出版年.論文標題.雑誌名巻:掲載頁.

吉田忠生・菊地則雄・吉永一男 1999. アサクサノリの野

生個体群.藻類47:119-122. 

Yoshida， T. & SiIva， P. C. 1992. On the identity of Fucus 

babingtonii Harvey (Fucales， Phaeophyta). Jpn. J. Phycol. 

40: 121-124. 

(単 行 本)著者出版年.標題.出版社.所在地.

岡村金太郎 1936. 日本海藻誌.内田老鶴圃.東京.

Abbott， 1. A. & Hollenberg， G. J. 1976. Marine algae of 

Ca1ifomia. Stanford University Press. Stanford， Califomia. 

(単行本中の 1章)著者出版年.引用した章の標題.編者

単行本標題.掲載頁.出版社.所在地.

原慶明・千原光雄 1987. ラフィド藻.日本資源保護協

会(編)赤潮生物研究指針.pp. 544-566.秀和.東京.

Phyllips， J. A. 2007. Heterokontophyta: Phaeophyceae. 

In: McCarthy， P. M. & Orchard， A. E. (eds.) Algae of 

Australia: Introduction. pp. 264-287. ABRS， Canberra & 

CSIRO Publishing， Melboume. 

5)図(写真は図とします)と表，およびその説明

実際の印刷では，幅は 1段 8.6cm， 2段 17.8cm，縦は最

大で 24cmとなります。図には倍率を示すスケールを入れ，

必要に応じて矢印や文字などを貼り付けてください。写真は

光沢印画紙に鮮明に焼き付け，不要なスペースをカットして

ください。表の罫線は横線のみです。図・表ともに脱落防止

のために台紙とカバーをつけ，下端に著者名，図，表の番

号を記入してください。図・表は原則的には編集においてス

キャナーで取り込み，縮小しますが，デジタルデータ (PICT，

JPEG， EPS， PDF等)もあればとても助かります。ただし，

その場合，充分な画質 (350dpi以上)をもたたせてくださ

い。図や表をワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテー

ションソフトなどに貼り付けて提出しないようお願いいたし

ます。画質の劣化の原因となります。なお，デジタルデータ

をお送りくださる場合でも，打ち出し原稿は必要です。

図，表の説明は，原稿の末尾に英文，和文または和英併記

で記入してください。

3.ワープロ入力の注意

本誌は DTPによって作成されます。掲載決定後，最終原

稿のファイルが保存された CD等を堤出していただき，印刷

版下を作成します。したがって，テキストファイル形式で保

存できるコンビューターで原稿を作成するようにしてくださ

い。ファイルの互換性が不明な場合は編集委員会までお問い

合わせください。

原稿作成にあたっては次の点に注意してください。

1) A4用紙に 1行40字， 25行で印刷する。

2)常用漢字，現代仮名遣いを使用する。
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3) 本文~Iこlの句読点は" Jと'oJを用い，、」や'.Jを使用しない。

" Jは，和文では全角，欧文では半角でお願いします。

4)スペースキーは学名や英単語の区切り以外には使用しない。

5)リターンキー (改行)の使用は段落の終わりだけに限定し， 1 

行ごとに改行しない。

6)段落行頭や引用文献の字下げにはタプ，インデン 卜機能を使

用する。

7)全角の数字 ・アルフアベッ トや半角のカタカナを使用しない。

8)ギリシャ，独，仏，北欧文字や数学記号ーなどの特殊文字を打

ち出υ京稿に手書きで、記入する場合(例 uをU，Uをμ，e 

をe，Oをのに)は，赤字で明記する。

9)上付き，下付き，イタリック，太字などの文字指定を打ち出し

原稿に手書きで行う場合は，赤字で明記する。

10)新種記載や学名の使用は最新の国際植物命名規約に従い，

和名は全角カタカナを使用する。

11)本文中ではじめて使用する学名にのみ著者名をつける。属と

種形容語には下線をヨ|く。

12)単位系は SI単位を基本とする。原稿中で使用できる主な単

位と省11格形は次のとおり. 時間 hr，mUl;長さ In，lrun， 

nm;重量 g，mg;容積 L，mL;淵度 。C;波長 nm;光

強度 Wm，flmoJ m.2 S.I) 

4.校正

校正は初校のみとします。DTPで割り付けたファイルを

PDFファイルに変換してかmailで送りますので，無料の PDF

ファイル閲覧ソフ トAcrobatReaderなどで画面ヒも しくは印

刷して校正していただきます。校正の結果は e-maiJでご返送

ください。|豆|表等は解像度が低い場合がありますので図表の

最終チェックは編集委員会におまかせください。なお， PDF 

ファイルを扱えない場合は従来どおり校正刷 りをファックス

もしくは郵送いたします。校正はレイアウ トおよび提出ファ

イルからデータ変換が正しく行われているかを{確認するにと

どめ，校正は受領後 3日以内に編集委員会宛ご返送ください。

5.制限頁と超過頁料金

論文は刷り上がり 10 頁，短報 4 頁，総説 J6 頁以内 を 1!!~

料とします。頁の超過は制限しませんが，超過分については

超過頁料金 (1頁あたり 12.000円) が必要です。その他の

報文については，原則として4頁を無料とします。2，700字

で刷 り上がり l頁となる見当です。そのほか，折り込み頁，

色刷 りなどの費用は著者負担となります。

6.別刷り

有料です。別刷りfil[i格は，基本料金(送料と発送手数料を含

む)2，000円に， 2ページ50音11当たり 1，000円が加算されます。

原則として別刷 りは表紙無 しとなります。PDFファイル(有料)

をご希望の方は別途ご相談下さい。校正時前後に，編集委員会

より別刷申込みのご案内を申し上げます。

(2008年 7月 10日改正)

ご投稿をお待ちしています
「藻類」は皆様から投稿いただ、く原稿で成り立っている雑誌で、す。原著論文(論文と短報)の他にも，いくつかの企画コー

ナーが設けられております。そのうち，とりわけ投稿が歓迎されているものを紹介し当たします。編集部からの依頼を待つ

必要はありませんので，どうぞ哲ってご執筆ください。 御原稿は，各担当の委員へ直接お送り下さい。

総 説: 藻類の一分類群 ・藻学の一分野についての総論。 16ページまで掲載可能です。委員長が担当。

藻類採集 地 案 内: 貴方が通う採集場所を教えてください。拙当委員は倉島 彰氏 (kurasima@bio.mie-u.ac.jp)。

藻類学最前線 : 話題の最先端のま[1見をコンパクトに解説。担当委員は瀧ド清貴氏 (talushitak@jamstec.go.jp)。

民俗藻類学の旅 : 人と藻が営んだ歴史を訪ねる旅。担当委員は演田 仁氏 (rkpdb495@ybb.ne.jp)。

海外藻類事情 : tl:]:界各地における藻類と人の現状を報告。担当委員は大野正夫氏 (mohno@cc.kochi-u.ac.jp)。

研究技術紹介. 藻類研究を支え 加速する技術を紹介。担当委員は南雲保氏 (t-nagumo@tokyo.ndu.ac.jp)。

蕗類学技術講習 : 藻類学:に必要なテクニックを誌上で講習。担当委員は河地正flll氏 (kawach9i@nies.go.jp)。

博物館と藻類 : 生涯学習の場で藻類はどのような可能性をもっているのかを現場から。担当は委員長が兼任。

会員のペ ー ジ: ホームページの開設から大先生の避麿祝いまで，読者からの情報提供を掲載。担当は委員長。

広 告 : 厳密には企画ではありませんが，ご業務・ご製品等の宣伝を歓迎します(有料)。詳細は委員長へ。

編集実行委員 l名を募集中です。編集実行委員は原則として本誌全般にわたり編集責任を負いますが，今回求めるス

タッフには担当がいない企画の担当となっていただきます。面按はありません。本主年!手三l叩O月末日までで、にメ一ルで

(k恒itayama@kα伯叫a川油11山ha肱ku.go.jpが3分)までご連絡ください。 (編)



日本藻類学会会則

第l条 本会は日本藻類学会と称する。

第2条 本会は護学の進歩普及を図り，併せて会員相互の連絡並に親睦を図ることを目的とする。

・第3条 本会は前条の目的を達するために次の事業を行う。

1.総会の開催(年 1回)

2.謀類に関する研究会，講習会，採集会等の開催

3.定期刊行物の発刊

4.漢学の進歩及び顕著な貢献が認められたものへの表彰

5.その他前条の目的を達するために必要な事業

第4条 本会の事務局は会長が適当と認める場所に置く。

第5条 本会の事業年度は 1月1日に始まり，同年 12月31日に終わる。

第6条 会員は次の5種とする。

1.普通会員(圏内会員)(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する日本に在住する個人)

2.普通会員(外国会員)(藻類に関心をもち，本会の趣旨に賛同する海外に在住する個人)

3.団体会員(本会の趣旨に賛同する団体)

4.名誉会員(藻学及び本会の発展に顕著な貢献があった個人)

5.賛助会員(本会の趣旨に賛同し，賛助会員会費を納入する個人又は団体)

第7条 本会に入会するには，住所，氏名(団体名)，職業を記入した入会申込書を会長に差し出すものとする。
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第8条 1.園内会員は毎年会費8，000円(学生は5以)0円)を前納するものとする。但し，名誉会員(次条に定める名誉会長を含む)は会費を要しない。

外国会員の年会費は 71α)0円(学生は51α)0円)とする。会長の承認を得た外国人留学生は帰国前に学生会費の 10年分を前納することが出

来る。団体会員の会費は20，1αm円とする。賛助会員の会費はI口30;αm円とする。

2.本会の趣旨に賛同する個人又は団体は，本会に寄付金又は物品を寄付する事が出来る。寄付された金品の使途は，第11条に定める評議

員会で決定する。

第9条 本会には次の役員を置く。

会長1名幹事若干名評議員若干名会計農事2名

役員の任期は2年とし，再任することが出来る。但し，会長と評議員はひき続き 3期選出されることは出来ない。役員選出の規定は別に定める

(付則第I条~第4条)。本会に名誉会長を置くことが出来る。

第10条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事は会長の意を受けて日常の会務を行う。会計監事は前年度の決算財産の状況などを監査する。

なお，会務に議決を要する場合は総会がそれを行う。

第11条 評議員は評議員会を構成し，会の要務に関し会長の諮間にあずかる。評議員会は会長が召集し，また文書をもって，これに代えることが出来る。

第12条 1.本会は定期刊行物 rphycologicalR，悶e紅chJ及び「藻類」をそれぞれ年4回及び年3回刊行し，会員に無料で頒布する。

(付則)

2. rphycological ResearchJ及び「藻類」の編集・刊行のために編集委員会を置く。

3.編集委員会の構成・運営などについては別に定める内規による。

付則:外国会員には英文誌のみを頒布する。

付則:和文誌の頒布も希望する外国会員は郵送料等を負担することとする。

第l条 会長は全会員の投票により，国内会員の中から選出する(その際評議員会は参考のため若干名の候補者を推薦する事が出来る)。幹事は会長

が会員中よりこれを指名委嘱する。会計監事は評議員会の協議により会員中から選び総会において承認を受ける。

第2条 評議員選出は次の方法による。

1.各地区別に会員中より選出される。その定員は各地区 1名とし，会員数が50名を越える地区では50名までごとに l名を加える。

2.地区割りは次の9地区とする。北海道地区，東北地区，関東地区，東京地区，中部地区(三重県を含む)，近畿地区，中国・四園地区，九

州地区(沖縄を含む)，日本以外の地区。

第3条 会長，幹事及び会計監事は評議員を兼任することは出来ない。

第4条 会長及び評議員に欠員が生じた場合は，前任者の残余期閥次点者をもって充当する。

第5条 普通会員が「藻類」のパックナンバーを求めるときは各号 1，750円とし，非会員の「藻類」の予約購読料は各号31α)0円とする。

第6条 本会則は2∞6年 1月1日より改正施行する。
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日本藻類学会の入会申込みについて

日本部類学会に入会を希望される方は，学会ホームページ (http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsp)の「入会案内」から入会申込書

(Microsoft Wordファイル) をダウンロー ドし，必要事項を記入の」二，電子メ ールに添付して会員事務担当 (判l谷充{llljsp@ 

wwwsoc.nii.ac.jp)まで送付してください。記入の|療は同ホームページにアップしてあります記入例をご参照く ださい。ホームペー

ジをご15いただけない方は，このページをコピーし，ご記入の上，会員事務担当へ郵送もしくは Faxしてください。

該当する会員種別の年会費(普通会員 8，000円， 学生会員 5，000円)は郵便振替でお支払いいただきますようお願いいたしま

す。なお，普通会員に限り， 2年目以降は会費の自動振替がご利用できますので，ご希望の方は会員事務担当までご連絡ください。

入会申込書送付先

会費払込先

〒 917-0003 福井県小浜市学園IIIJ1-1 

福井県立大学 科l谷充{III宛

Tel & Fax: 0770-52-9606 

E-mail: jsp@wwwsoc.nii.ac.jp 

郵便振替口座番号 : 01640-8-2747 

加入者名 . 日本部類学会

一一一 一 一一一一一一一一一一一一記入項目一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

・必須項目 ・自宅に会誌送付を希望される方は以下の項目をご記入下さい。

0申し込み年月日 : 年 月 日 O自宅住所(日本語): 〒

0入会希望年度(新年度は l月から): 年度

0氏名(日本語)・

0氏名 (英語): 

0所属機関名(日本語): 

O所属機関名(英語): 

0所属住所(日本語): 干

0所属住所(英語): 

0所属電話 :

0所属 Fax・

0所属 E-mail:

o gl宅住所(英語): 

0自宅電話 :

0自宅 Fax:

0自宅 E-mail:

-会員種類 該当する項目の口に J をこe記入 ドさい

(メールの場合は， 該当 しない項目を消去)。

口普通会員 (8，000円)

口学生会員 (5，000円)※

(指導教官署名)

E-mail 

※学生会員の場合は，郵便振替用紙の通信州|に指導教1吉の岩名

とメ ールアドレスの記載をお願いします 。卒業主主:で連絡が取れ

ない場合は指導教官に11司い合わせる場合がありますので，あら

かじめご了承くださし凡

-会誌送り先 日 所属先 口自宅

。会誌および名簿に公IJfJを希望しない項目がありましたら，項目先頭のoこ rXJ をこ守口入ください。メールの場合は，数字は半角で入力してください。

56 (2) 



賛助 会 員

北海道栽培漁業振興公社 (〒 060・0003北海道札幌市中央区北 3条西 7丁目北海道第二水産ビル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (〒 085-0467北海道釧路市阿寒町阿刺 l渦泉 1-5)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (〒273-0017千葉県船橋市西浦 3-2-2)

有限会社浜野顕微鏡 (干113-0033東京都文京区本郷 5-25-18)

株式会社ヤクルト本社研究所 (干186-8650東京都国立市谷保 1769)

神協産業株式会社 (〒742-1502山口県熊毛郡田布施町波野 962-1)

理研食品株式会社 (〒985・8540宮城県多賀城市宮内 2・5-60)

マイク口アルジ、エコーポレーション株式会社 (〒500-8148岐阜市l陪IlIJ4-15) 

(有)祐千堂葛西 (〒038-3662青森県北津軽郡板柳町大字板柳字土井 38-1)

株式会社ナボカルコスメティックス (干151心051東京都渋谷区千駄ヶ谷 5却・7)

日本製薬株式会社ライフテック部 (〒598-8558大阪府泉佐野市住吉町 26)

共和コンクリート工業株式会社 (〒060-0808札幌市北区北 8条西 3丁目 28札幌エルプラザ 11階)

総合科学株式会社 (干540・0024大阪市中央区南新町 1-4-8)

(株)環境総合テクノス (干541-0052大阪府大阪市中央区安土町 1-3-5)

(株) 日本港湾コンサルタント (〒651-0084兵庫県神戸市中央区磯辺通 3-1・2第三建大ビル 10階)

表紙写真の説明

作品名:r系統広場」

制作者 :北山太樹

解 説 :国立科学博物館 (上野)の;常設展示「系統広場J(詳細

はpp.139-141)のイラストです。この春同館から発売さ

れたオリジナルトランプ(詳細は p.152)に取り上げられ

ている 53種の生物(ただしヒトの標本はなく，来館者

自身の像を投影)を展示室の図面の上にレイアウ 卜してみ

ました。藻類は，藍藻クロオコックス，ユーグレナ藻ミドリ

ムシ，紅藻シアニデ、イオシゾン ・トサカノリ，アオサ諜マ

リモ(写真)， 緑藻フタヅノクンショウモ，渦鞭毛務イケツ

ノオビムシ，珪藻スズキケイソウ，褐部オオウキモの 9種

です。開館ミュージアムショップにて，好評発売中。

Front cover photo:“Tree of Life" with the 53 I巴presentativecreatllres of the 

exhibition for phylogenelic classification of all living orgunisms on the earth. Th巴

53 species inclllding nine algal species were selectecl from <1mong 2，5∞species fOl 

the original playing cards，“lくahakuTorampu"， IVhich were produc巴dby National 

MlIsellITI of Nature ancl Sci巴nce.The cards are available at lh巴mUSellITIshop (Ueno 

Park， Tokyo) 
かはくトランプ
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